
第３章 研究報告 

１ 研究業務概要 

(1) 研究理念(「岩手県環境保健研究センター研

究推進基本構想」より抜粋) 

＜研究推進の目標及び基本的方向＞ 

ⅰ 目標・基本的考え方 

 今後の環境・保健に係る調査研究及び技術開発は、

岩手県総合計画において掲げている、２１世紀の本

県の将来像として目指している「自然と共生し、循

環を基調とする社会」及び「快適に安心して暮らせ

る社会」の実現を支援することを目標とし、社会経

済情勢の変化等を踏まえつつ、中長期な展望を持っ

た研究を積極的に推進する。 

 

 また、上記「岩手県総合計画」の部門別計画 に

あたる「岩手県環境基本計画」においては、環境政

策の基本的方針として、すべての県民の参加、連携

と協力による環境との共生の確保、環境への負荷の

少ない循環型地域社会の形成及び地球環境の保全に

貢献する地域からの行動を挙げていることから、環

境分野における調査研究等の実施に当たっては、こ

れらの基本的方針を踏まえ、長短期にわたる環境問

題の解決に向けた対策・施策の実施に資することを

基本的考え方として、個々の課題に取り組むことと

する。 

 

同じく「岩手県総合計画」の部門別計画にあた

る「岩手県保健福祉計画（保健分野）」においては、

保健政策の基本施策として、健康づくり・保健予防

の推進、健康危機管理システムの確立と安全で衛生

的な生活環境の確保、情報化の推進を挙げているこ

とから、保健分野における調査研究等の実施に当た

っては、これらの基本施策を踏まえ、健康づくりや

地域保健活動、感染症発生防止、食品の安全性確保

対策等に資することを基本的考え方として、個々の

課題に取り組むこととする。  

 

ⅱ 基本的方向 

 環境・保健に関する調査研究等は、単一産業分野

の技術振興などと異なり、各産業構造や社会経済情

勢と密接に関連した、環境保全や健康増進という目

的志向型の研究であり、環境保健研究センターだけ

では解決できない課題が多く存在することから、分

野横断的・学際的な視野に立ち、様々な主体との連

携・交流を図りながら推進する必要がある。 

 

従って、こうした特性を踏まえ、次の基本的方

向に沿って展開していくこととする。 

 

① 政策部門との連携強化 

② 総合的・分野横断的な取り組み 

③ 様々な主体との連携・交流の促進 

④ 地域の特性を踏まえた推進 

⑤ 日本･世界へ向けた成果の発信 

 

① 政策部門との連携強化 

 環境・保健に関する調査研究等は、新たな環境問

題や保健問題などに対応し、県内の環境や県民の健

康の実態を把握・解明するとともに、その成果を環

境保全や保健衛生に関する施策等に反映させること

により、環境問題や保健問題の解決に資することが

重要な役割である。 

 従って、環境・保健に関する調査研究等は、政策

部門との密接な連携の下に、環境問題や保健問題の

解決に貢献するという明確な目的を持った課題に取

り組むこととする。 

 

② 総合的・分野横断的な取り組み 

 地球温暖化を始めとした最近の環境問題や生活習

慣病などの保健問題は、多くの要素が複雑に絡み合

った複合的な問題であり、自然科学分野のみならず、

人文社会科学分野も含めた多くの知見の総合化が必
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要であることから、研究部門の枠にとらわれず、分

野横断的・学際的な取り組みを進めることとする。 

 また、水質汚濁などの環境汚染のみならず、自然

環境や土地利用まで含めた環境全体を総合的に把握

・評価（環境の全体的理解）するため、広域的・総

合的な視点に立った取り組みを進める。 

 

③ 様々な主体との連携・交流の促進 

 調査研究等の総合的、効果的な取り組みを促進す

るためには、国、市町村、大学、公立・民間の試験

研究機関、さらには国際機関など多くの主体の参加

・連携・協力が必要であり、そのため、関係する主

体間の連携・交流を促進し、調査研究等の企画、立

案、実施、評価、成果の共有に至るそれぞれの段階

で、適切な関与ができるような体制の整備を図って

行く。 

 

④ 地域の特性を踏まえた推進 

 調査研究等の実施に当たっては、本県の各地域に

おける自然・社会条件などを考慮し、併せて、地域

にある色々な資源を最大限に活用すること、及び地

域特有の様々な課題などを視野に入れながら、本県

の地域特性を踏まえた先駆的、かつ独自性のある研

究（いわゆるオンリーワンの取り組み）を推進して

いく。 

  

⑤ 日本・世界へ向けた成果の発信 

 調査研究等の成果については、講習会、研修会等

の開催、研究会発表、年報等の配布のほか、インタ

ーネットの活用や国際機関との連携等により、日本

全国及び世界に向けて発信していくこととする。 

 

＜研究の重点目標と主な研究課題＞ 

 研究推進の目標・基本的考え方及び基本的方向を

踏まえ、研究の重点目標及び今後実施すべき主な研

究課題を次のとおりとする。 

 なお、主な研究課題については、研究の重要性や

取り組み体制などを考慮し、次の区分設定を行う。 

① 重点研究 

 内部組織を中心にして新たに取り組む、特に重点

的に実施する課題 

② 特別研究 

 主に外部機関と連携して新たに取り組む、先進的

な研究課題 

③ 経常研究 

 上記以外の研究で､従来からの継続も含め、重要

と考えられる研究課題 

 

ⅰ 重点目標 

(環境分野)① 生物多様性の確保 

② 環境リスクの低減 

      ③ 資源循環型地域社会の構築   

(保健分野)④ 生涯を通じた健康づくりの推進 

⑤ 健康危機管理体制の構築 

(共通分野)⑥ 環境保健総合情報システムの高度化 

 

① 生物多様性の確保 

 本県は全国的にみても豊かで多様な自然環境に恵

まれているが、近年の開発、生産活動の拡大等によ

り、野生生物種の減少などに見られるように自然生

態系に影響を与えつつあり、原生的なものから身近

なものまで、それぞれの質に応じて体系的な自然環

境の保全を図ることが求められている。 

 このため、希少野生動植物をはじめ自然生態系の

実態などを長期的に把握し、その動態や環境として

の価値を明らかにし、生物多様性の保全手法と自然

との共存のあり方などを確立するための調査研究を

推進する。 

なお、これらの自然環境保全に関する本格的な

研究は、新たに取り組む分野であり、今後、県内の

地域特性に応じて体系的・計画的に取り組むことと

する。 

 

② 環境リスクの低減 

 環境リスクとは、人間の活動に伴って環境に加え

られる負荷により、人の健康や生態系に何らかの有
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害な影響を及ぼすおそれを示すものであり、特に、

ダイオキシン類や環境ホルモン（内分泌撹乱化学物

質）などの化学物質による環境汚染問題が注目され

ている。 

 このため、ダイオキシン類をはじめ環境ホルモン

などの化学物質については、大気、水、土壌、生物

等の媒体中での挙動などを把握・解明するほか、知

見の集積を図りながら環境リスクの総合評価などを

行い、リスク低減対策やリスクコミュニケーション

の推進に資する必要がある。 

 また、地球温暖化などの地球環境問題は、人類の

生存基盤を脅かす世界共通の課題であることから、

国レベルのみならず、地域からの取り組みが重要と

なっている。 

 このため、地球環境問題も「環境リスク」として

捉え、温室効果ガスのモニタリングをはじめ、地球

環境変動に伴う地域気候や環境変動の解明など、地

球環境の視点に立った調査研究を推進していく。 

 

③ 資源循環型地域社会の構築 

 環境への負荷の少ない資源循環型地域社会を構築

するためには、環境保全対策の技術基盤の確立を図

るほか、価値観の転換を通じ、物質的豊かさを追求

する今日の社会経済活動やライフスタイルを問い直

し、個人の生活や社会全体を持続可能な形に変革し

ていくことが求められている。 

 技術基盤としては、省資源・省エネルギー型の生

産技術や製品、廃棄物処理・リサイクル技術、環境

負荷低減技術、自然環境の復元技術などの研究開発

が必要であり、他の試験研究機関等（工業技術セン

ター、（財）いわてクリーンセンターなど）と連携

・協力しながら取り組みを推進する。 

 環境に配慮した社会経済活動や生活スタイルへの

変革については、個人レベルの環境意識の形成を図

るための環境教育に関する研究、環境負荷を低減す

るための経済社会システムに関する制度的・経済的

手法等の人文社会科学の観点からの調査研究を推進

する。 

 

④ 生涯を通じた健康づくりの推進 

 生活習慣病や慢性疾患への対応や心の健康づくり

が求められるなかで、これまでの早期発見・早期治

療だけでなく、健康増進や疾病予防の観点から、県

民一人ひとりが健康的なライフスタイルを確立し、

生涯を通じて積極的な健康づくりが図られるよう支

援することが重要である。 

 このため、大学・関係機関と連携・協力しながら、

県民の健康づくりを支援する施策に貢献することを

目的として、生活習慣病の要因解析、地域保健活動

等に関する調査研究を推進する。 

 

⑤ 健康危機管理体制の構築 

 県民の生活水準の向上や生活意識の多様化が進む

なかで、医薬品や食品等の安全性の確保、感染症等

の予防など、安全で快適な生活環境づくりへの県民

ニーズが高まっている。 

 このため、新興感染症、結核・再興感染症、食中

毒等の発生による健康被害を未然に防止するととも

に、発生時に迅速、的確に対応することができる健

康危機管理システムを構築することが必要である。 

 このシステム整備を図るなかにおいて、健康被害

予測システム、感染症の遺伝子レベル解析、食品等

の化学物質汚染調査など、健康被害の事前防止を目

的とした調査研究に取り組む。 

 

⑥ 環境保健総合情報システムの高度化 

  県民サービスの向上、行政事務の高度化・効率化

を進めるため、環境保健研究センターを中核に本庁、

地方振興局等とネットワークを結ぶ「環境保健総合

情報システム」の整備を図り、その高度化を推進す

る。 

 環境問題や健康づくりへの県民の参加や取り組み

を促進するために、ＩＴ（情報技術）を活用し、環

境に関する情報や健康づくり、食品衛生、医薬品に

関する情報、環境・保健に関する研究成果などの情

報提供システムの構築・運用を図るなかで、県民が
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わかりやすく、かつ気軽に参加ができるためのシス

テムのあり方、情報の収集・加工・提供方法、県民

ニーズの把握手法等の調査研究を進める。 

 

ⅱ 主な研究課題 

実施期間 重点 

目標 
主な研究課題 個別課題(例示)  

前期 中期 後期 

  

   

生 

物 

多 

様 

性 

の 

確 

保 

     

野生生物の生態等
に関する研究 

(重点研究) 

 

１) 野生哺乳類（クマ、シカ）の保護管理 

２) 野生動物における人畜共通感染症 

３) 希少野生動植物の保護 

４) 自然公園地域等の植生変化 

５) 植物群落の再生復元の技術 

６) 森林における生物多様性の保全 

７) 環境汚染が野生動植物に与える影響 

８) 里山の生態系と生物多様性の保全 

９) 自然環境データベースの構築とシステム

開発 

10) ＧＩＳによる自然生態系の解析 

 

  

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

   

 ○ 

  

 

 ○ 

 

化学物質リスク評
価に関する研究 

(重点研究) 
 

 

１）ダイオキシン類の環境中の挙動と生態影

 響 

 

２）環境ホルモン等の環境中の挙動の生態影

 響 

 

３）環境リスクの総合評価指標 

 

４）地下水汚染対策に関する研究 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 ○ 

  

 

 ○ 

  

 

 ○ 

 

  

  

 

  

地球環境に関する
研究 

(特別研究) 
 

 

１) 地球温暖化対策に関する調査研究 

２) 地球環境変動に伴う地域の気候・環境・

生態系影響 

３) リモートセンシング利用による地域環境

評価 

４) 地球環境関連データベースの構築とシス

テム開発 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 

環 

境 

リ 

ス 

ク 

の 

低 

減 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(経常研究) 

 酸性雨の影響に関する研究 

 環境放射能に関する調査研究 

 

 

  ○ 

  ○ 

 

  ○ 

  ○ 

 

 ○ 

 ○ 
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実施期間 重点 

目標 
 主な研究課題 個別課題(例示)   

前期 中期 後期

新しい社会(資源
循環型社会､持続可
能な経済社会)シス
テムを目指す環境施
策に関する研究 

(特別研究) 

 

１）ゼロエミッション社会システムの創造 

２）環境問題の社会経済的側面の分析 

３）環境資源の定量的評価 

４）循環型社会達成度の定量的把握 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 ○ 

 

資 

循 

環 

型 

地 

域 

社 

会 

の 

構 

築 

     

(経常研究) 

 環境教育･学習システムに関する研究 

 都市環境の社会科学的研究 

 環境浄化､汚染負荷低減技術 

 閉鎖性水域の水質汚濁防止技術 

 廃棄物の安全処理､減量化､リサイクル技術に関する研究 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

  

 ○  

  

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 

健康水準の向上に
関する総合的な研究 
(重点研究) 
 

 

１）生活習慣病の地域性、要因解析等 

２）地域保健サービスの向上 

３）保健統計データの多次元解析 

４）各ライフスタイルにおける精神保健課題 

５）環境を素材とした健康づくり事業の開発 

 

 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 

○ 

 ○ 

 ○ 

○ 

○ 

 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

保健福祉計画（保
健分野）の推進支援
及び事業評価に関す
る研究 
(重点研究) 
 

 

１）「保健福祉計画」事業の評価手法 

 ・健康いわて21推進事業 

 ・イー歯トーブ8020運動推進事業 

・母子保健対策事業 

２）事業評価の指標達成への手法 

３）保健活動における住民満足度調査 

４）健康教育手法と評価指標の開発  

 

 

 

  ○ 

 

 

 

  ○ 

  ○ 

  ○ 

  

 

  ○ 

 

 

 

  ○ 

 

  ○ 

     

 

 ○ 

 

 

 

 ○ 

 ○ 

 ○ 

    

 

 

生

涯

を

通 

じ

た

健

康 

づ

く

り

の 

推

進 

 

 

 

 

（経常研究） 

 本県特産品の品質評価に関する研究 

 食品の品質保持に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

   

○ 

○ 

 

○ 

○ 

   

  

 ○ 

 ○ 
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実施期間 重点 

目標 
主な研究課題 個別課題(例示)   

前期

  

中期

  

後期

  

健 康 危 機 管 理 シ
ス テ ム に 関 す る
研究 

(特別研究) 
 

 

１）健康被害予測､住民避難対策 

２）避難住民のメンタルケア  

３）感染症の発生予測､被害の拡大防

止 

４）衣食住に係る化学物質等による

健康被害 

５）化学物質等事故発生時における

危機管理 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

健 

康 

危 

機 

管 

理 

体 

制 

の 

構 

築 

   

(経常研究) 

 感染症予防に関する疫学的及び分子生物学的研究 

 人畜共通感染症予防に関する研究 

 畜水産食品の微生物制御に関する研究 

 

 

○ 

 

 ○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○

○ 

 

 

(経常研究) 

環境保健総合情報

システム開発と高度

化に関する研究 

 

 

１）戦略的環境保健情報システムの

構築と実用化 

２）個別分野情報システムのネット

ワーク化と活用技術の開発 

３）情報公開と情報管理方策 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

(経常研究) 

環境保健情報デー

タベースの構築に関

する研究 

 

 

１）環境保健基礎情報データベース 

２）各種統計資料データベース 

３）研究成果データベース 

４）各種データベースのネットワー

ク化 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

環 

境 

保 

健 

総 

合 

情 

報 

シ 

ス 

テ 

ム 

の 

高 

度 

化 

(経常研究) 

各種データベース

の加工と情報発信に

関する研究 

  

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

備考）個別課題については例示であり、具体には実施段階で検討・設定することから、変
更する可能性がある。 
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＜研究の推進方策＞ 

 具体の研究推進に当たっては、研究者の技術の研

鑚・資質の向上はもとより、研究基盤の整備に努め

るとともに、政策との密接な連携のもと、他の試験

研究機関等との連携・交流の促進を図りながら、計

画的かつ効率的に真に必要とされる研究課題に取り

組む必要がある。 

 

ⅰ 研究課題の設定・評価 

① 研究課題の的確な設定 

 調査研究の課題設定等に当たっては、当面する行

政課題のほか、新たな政策課題、地域課題など研究

ニーズを把握した上で、研究の重点化・体系化を図

りながら、明確な目標を持った的確な課題設定と、

その実施計画を策定する必要がある。 

 このため、常に、本庁及び地方振興局等関係機関

との情報交換、相互に問題認識の共有化を図るほか､

具体の研究課題の設定及び研究計画の策定にあたっ

ては、適宜､必要な協議・連絡・調整の場を設けるこ

ととする。 

 

② 研究成果等の評価 

 研究課題については、社会情勢等の変化に適切に

対応する必要があることから、研究課題毎にその必

要性、目標の妥当性、期待される成果などの「事前

評価」を行うほか、研究の進捗状況を踏まえつつ、

「中間評価」及び「成果評価」を行い、研究内容の

充実強化又は実施の継続・中止等の見直し、及び成

果の活用方策等を検討する必要がある。 

 このため、学識経験者、産業界、民間団体等の代

表者の参画を得て、研究の目的・内容、及びその成

果や進捗状況の客観的な評価を行い、研究計画の見

直しのほか、研究成果の普及・活用、新たな研究へ

の展開等に努める。 

 

ⅱ 研究推進体制の整備 

① 関係機関との連携・ネットワーク構築 

 調査研究等の効率的かつ効果的な推進を図るため

には、行政分野との連携はもとより、大学を始め公

設試験研究機関、企業、民間団体など様々な主体と

の連携を促進し、その研究ポテンシャルや創造性を

有効に活用することが必要である。 

 そのため、関係機関との連絡調整、情報交換など

密接な連携を確保するほか、環境保健総合情報シス

テムを活用した研究者間の交流の場を設け、研究情

報の交流、意見交換などにより、研究の活性化を図

る一方、研究課題の内容等に応じて関係機関との研

究交流ネットワークの構築を図っていく。 

 

② プロジェクト研究・共同研究の推進 

 環境・保健分野の研究については、複雑かつ多岐

にわたる技術的課題が多く、様々な研究部門及び研

究分野と関わりを持つことから、研究課題の変化に

対応した柔軟で流動的な内部研究体制の整備を図る

ことが必要である。 

 従って、特に前述の重点研究や特別研究について

は、内部プロジェクトチームを編成して取り組むこ

ととし、総合的・効率的に研究推進を図るよう努め

る。 

 なお、研究手法の高度化と研究領域の拡大を図り

ながら、大学及び公設試験研究機関、企業、民間団

体等との共同研究の実施、あるいは分野横断的なプ

ロジェクト研究への積極的な参加を推進する。 

 また、国、市町村、民間団体等からの受託研究に

ついても積極的に取り組むよう努める。 

 

ⅲ 研究基盤の整備 

① 施設の整備 

 研究課題を的確に推進するためには、多様化・高

度化する最新の研究・技術手法などを確立しながら

対応することが重要であり、そのために必要となる

環境モニタリング装置、測定分析機器、関連する器

具・機材など、研究活動の基盤となる施設・機器類

等の計画的な整備を図る。 

 

② 研究員の資質向上・人材養成及び確保 
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 新たな研究分野や一層高度化する研究に対応する

ためには、意欲と識見をもって取り組める研究員の

資質向上・人材養成を図るほか、独立して研究する

能力があり、研究者として高い資質を有する新たな

人材の確保を図ることが重要である。 

このため、内部における研究員の技術研鑚はもと

より、各種研修等への派遣、学会等への参加、研究

プロジェクトへの参加などを通じて、研究員の資質

向上・人材養成を図る。 

 また、フェローシップ制度や任期付研究員制度な

どの活用により人材確保に努めるほか、大学や他の

試験研究機関等との人材交流を積極的に促進する。 

③ 研究情報のシステム化・成果の発信 

 環境保健総合情報システムの構築を図り、研究の

円滑な実施に資するため、国内外の研究論文等を検

索・保存するシステムを整備するほか、研究成果の

データベース化を図り、研究情報の共有化を促進す

る。 

 また、インターネットを活用して、研究成果の迅

速な県民への提供を図るためにホームページの充実

を図る。 

 

(2) 研究の基本スキーム （   研究課題・研究計画の流れ） 
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研究課題の設定 研究課題・研究計画

の決定 
本 庁 

県内公設試 I-RIEP企画運営会議 

研究課題の外部評価

地方振興局 

保健所 

食肉衛生検査所 

研究企画調整会議 

市町村 
民間機関等

研究者交流ネットワーク 

(研究者の交流・情報交換) 

環境保健研究

センター
研究課題・研究計画

の協議・検討・調整 

情報提供 

フィールド提供 大学等 共同研究

外部委員委嘱 

研究課題 県 民 
事前評価

全国・世界研究評価委員会 

中間評価 研究の実施 

事後(追跡) 

評価 成果の発信

研究成果 

 



　(3)　「関連計画」施策の体系と主な調査研究テーマ及びその特色

参加と協働による
環境にやさしい地
域社会の実現

人と自然が共に
ある環境の保全

循環型社会の創
造

自然と共生し、循環を
基調とする社会

総
 

合
 

計
 

画

快適に安心して暮らせ
る社会

健やかで、安心
できる暮らしの
実現

環境基本計画

みんなの参加とパートナーシップによる
環境づくり

多様で豊かな自然との共生の確保

快適でうるおいのある環境の創造

健全な環境の確保

環境と調和した資源の循環とエネルギー
利用の促進

環境にやさしい産業と科学技術の振興

地球温暖化対策の推進

環
境
施
策
の
基
本
方
向

健
康
安
心
・
福
祉
社
会
づ
く
り
の
基
本
施
策

保健福祉計画(保健分野)

健康づくり・保健予防の推進

健康危機管理システムの確立と安全で
衛生的な生活環境の確保

情報化の推進
・酸性雨の影響に関する調査研究
・環境浄化、汚染負荷低減技術等に関する調査研究
・閉鎖性水域の水質汚濁防止対策に関する研究
・廃棄物の安全処理、減量化、リサイクル技術の調査研究

主な調査研究テーマ

●重点研究

・希少野生生物の保護に関する研究
・自然環境に関するデータベースの構築とシステム開発
・森林における生物多様性の保全に関する調査研究
・環境汚染が野生動植物に与える影響に関する調査研究

野生生物の生態等に関する研究

化学物質リスク評価に関する研究 ・ダイオキシン類の環境中の挙動に関する研究
・環境ホルモン等の環境中の挙動に関する研究
・環境リスクの総合評価指標に関する研究
・地下水汚染対策に関する研究

地球環境に関する研究

・健康被害予測等に関する研究
・避難住民のメンタルケアに関する研究
・感染症の発生予測､被害の拡大防止に関する研究

・温室効果ガス（ＣＯ2等)環境モニタリングと排出実態調査
・ＣＯ2排出削減のためのライフスタイルに関する研究
・リモートセンシング利用による地域環境評価に関する研究
　（自然環境モニタリングとみどり診断評価など）
・地球環境関連データベースの構築

環境分野
・環境学習システム等に関する研究
・都市環境の社会科学的な調査研究

研究の重点目標

健康危機管理体制
の構築

生物多様性の確保

環境リスクの低減

生涯を通じた健康づ
くりの推進

環境保健総合情報
システムの高度化

健康危機管理システムに関する研究

健康水準の向上に関する総合的な研究 ・地域保健サービス等に関する研究
・生活習慣病の発生予測に関する研究
･リジン尿性蛋白不耐症のマススクリーニング

保健福祉計画(保健分野)の推進支援及び事業評
価に関する研究

・事業等評価方法に関する研究
・指標達成へのアプローチに関する研究
･健康教育手法と評価指標の開発に関する研究

●特別研究

●経常研究

保健分野 ・感染症予防に関する疫学的及び分子生物学的研究
・本県特産品の品質評価に関する研究

資源循環型地域社
会の構築

(環境分野)

(保健分野)

新しい社会(資源循環型地域社会､持続可能な経
済社会)システムを目指す環境施策に関する研究

・ゼロエミッション社会システムの創造に関する研究
・環境問題の社会経済的側面の分析に関する研究
・環境資源の定量的評価に関する研究

調査研究の特色

●
　
   本県固有の貴重な高山植物や野生動物が多数生息する早池峰山
をフィールドにして、自然環境や生態系を保全するために総合的な調
査研究を行う。

①
　
　地球温暖化、オゾン層破壊、エルーニョなど全地球レベルの環境変
動変化の一環として生ずる本県の地域環境変動･変化を理解し、自
然生態系の保全や農林水産業等振興に寄与する基礎的知見を得
る。
　

②
　
　 省エネ・省資源やゼロエミッションなど新しい社会システムの段階
的な実現に向けて、モデル地域（工業団地、農業地域など）を対象に
した調査･実験等を行ない、課題整理やシステム導入に資する｡

●
　
　県民の健康実態把握や健康指標の評価を継続的に行う仕組みを
構築、科学的根拠に基づく健康づくり政策の評価を行い、効果的な健
康づくり政策の推進に資する。

●
　
　 日本最大のイヌワシの生息地である本県を舞台に、絶滅危惧種で
あるイヌワシと人との共生を目指した生息地の保全手法などの研究を
行う。

本県の自然環境特性を活かした独自研究の推進

地球環境の視点に立った独自研究の推進

保健予防における独自研究の推進

（共通分野）

共通分野 ・戦略的環境保健情報システムの構築と実用化に関する研究
･各種データベースの加工と発信

研究推進の基本的方向

総合的・分野横断的な取り組み

様々な主体との連携･交流の促進

政策部門との連携強化 地域の特性を踏まえた推進

日本･世界へ向けた成果の発信

研究の推進方策

・研究課題の的確な設定

・関係機関との連携・ネットワーク構築

・研究成果等の評価

施設の整備

研究員の資質向上・人材養成及び確保

研究推進体制の整備

研究課題の設定・評価

・プロジェクト研究・共同研究の推進

研究基盤の整備

研究情報のシステム化・成果の発信

個別課題(例)

(　　　　　内はイメー
ジ）



　(4)　研究体系(平成13年度）

●重点研究（１）

●重点研究（２）

●特別研究（１）

●特別研究（２）

●重点研究（３）

●重点研究（４）

●特別研究（３）

●経常研究

重点目標 研究課題

野生生物の生態等に関する研究
希少野生動植物の保全に関する研究

野生哺乳類（クマ・シカ）の保護管理に関する研究

化学物質リスク評価に関する研究
化学物質分析法の高度化に関する研究

化学物質暴露量評価に関する研究

化学物質リスク評価モデルに関する研究

地球環境に関する研究
地球温暖化に関する研究

リモートセンシング利用による地域環境評価に関する研究

新しい社会システムを目指す環境施策に関する研究
地域における環境配慮行動のシステム化に関するモデル研究

健康水準の向上に関する総合的な研究
健康いわて21プランの効果的推進に関する研究

保健福祉計画（保健分野）の推進支援及び事業評価に関
する研究

健康水準の指標に関する研究

健康危機管理システムに関する研究

感染症の危機管理システムに関する研究

感染症の病原に関わる研究

○生物多様性の確保

○環境リスクの低減

○資源循環型地域社会の構築

○生涯を通じた健康づくりの推進

○健康危機管理体制の構築

　希少動植物をはじめとする自然環境の実態を総合的
に把握し、生息地の保全、保護管理方策、生物多様性
の確保のあり方等を研究する。

　ダイオキシン類、環境ホルモンを始めとする各種化学
物質の測定分析手法を段階的に確立しながら、環境調
査や生物モニタリングを行い、県内における化学物質に
よる環境リスク評価をする。

　地球温暖化を始めとする地球環境問題に対応するた
めに、「地球環境から見た岩手」という広域的な視点に
立った基礎研究を進める。

　資源循環・持続可能な社会の実現に向けて、必要な環
境政策についてモデル的な実践研究を行う。

　県民の健康づくりを目的に、「健康いわて21プラン」に
基づく健康づくり政策を市町村等関係機関とともに効果
的に推進する方策等について科学的に検証する。

　健康づくり関連施策を支援するため、事業評価手法を
確立し、ライフステージ全てを網羅した健康の指標を明示
する。

　感染症を始めとする健康を脅かす問題に的確に対応す
るため、危機管理体制の構築に寄与する研究を行う．

○環境保健総合情報システムの
高度化

研究の方向 個別課題　(研究期間）

①希少植物の保全・再生復元に関する研究（13～17）
②里山（二次的自然環境）における動植物の保全に関する研究（13～17）

①ツキノワグマの保護管理と被害防止に関する研究（13～17）
②五葉山地域におけるシカの保護管理に関する調査研究（13～17）

①ICP-MS を用いた環境水中微量金属の多元素一斉分析法の開発（13～15）
②LC-MS による「未規制化学物質」分析法の開発（13～18）
③残留農薬一斉分析法による岩手県産野菜類の農薬残留と安全性の検討（13
～15）

①岩手県における環境ホルモンの実態と評価方法の確立（13～18）
②大気浮遊粉塵等中環境ホルモンと生殖毒性との因果関係の解析（13～18）
③水生昆虫を用いた河川水中ダイオキシン類濃度の評価（13～18）
④化学物質による室内空気汚染に関する調査研究（13～16）

環境汚染物質（perfluorooctane sulfonate）を用いた人体影響とリスクの評価モデ
ルの研究（13～18）

①二酸化炭素の大気海洋間の交換の研究（13）
②二酸化炭素排出量及び森林吸収量に係る量的評価に関する研究（13～17）

①広域的ヤマセ現象と岩手県の地域気象との関連解明（13～17）

地域における環境配慮行動のシステム化に関するモデル研究（13～15）

①健康いわて21プランを基本とした健康づくり政策の効果的推進に関する研究
　（13～18）
②環境等も含めた「飽食」に関する啓発方法の研究（13～14）

（関連の経常研究）
①食品に混入した異物・有害物等に対する判別・分析手法並びに危害分析・検
証手法の検討（13～15）
②地域保健推進関連研修の体系化及び資質向上に関する研究（13～14）
③岩手県内温泉における源泉の変動と枯渇要因（13～15）

①水系感染症に関わるクリプトスプリジウム及び類似の原虫類の疫学的研究
　（13～15）
②SRSVによる健康被害発生防止対策に関する研究（13～18）
③腸管出血性大腸菌のパルスネット構築についての研究（13～16）

①ライフステージに応じた健康水準指標評価のための基礎的研究（13～16）
②保健医療福祉計画に用いる口腔領域指標の確立に関する研究（13～14）
③子どもの生活習慣の把握とその指標化に関する研究（13～14）
④精神障害者の健康づくり推進に関する調査研究（13～14）

①岩手県感染症情報センターの機能強化に関する研究（13～15）
②感染症による健康危機管理対策の研修に関する研究（13～15）

（関連の経常研究）
①病原血清型大腸菌の病因遺伝子解析による疫学的研究（13～16）
②腸炎ビブリオ食中毒予防対策構築に関する研究（11～15）

　環境・保健に関する情報や研究成果等を県民に分かり
やすく提供できるシステム及び活用技術の高度化を図る。

環境シミュレーションによる大気質予測とリアルタイム配信（13～15）環境保健情報システムの高度化に関する研究
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